
令和４年度 第１６回青森市子ども会議 

 

１ 日  時  令和４年１２月３日（土） ９時３０分～１２時３０分 

２ 場  所  青森市総合福祉センター１階 視聴覚室 

３ 出 席 者  子ども会議委員１３名、事務局２名 

４ 活動内容  （１）青森市子ども会議フォーラム 2022 の振り返り 

（２）トークイベントの企画について 

（３）子どもの権利条約フォーラム 2022 in 那覇／沖縄について 

 

５ 開催概要 

青森市子ども会議フォーラム 2022 の振り返り 

   はじめに、１１月２０日に開催した青森市子ども会議フォーラム 2022 の振り返りをしました。 

事務局から、子ども会議フォーラムの来場者アンケートの集計結果について説明があり、来場者数

は５２人と昨年度よりも多く、傍聴席の座席数以上の人たちが私たちの発表を聞きに来てくれたこ

とがわかりうれしかったです。また、アンケート回収率も去年より６ポイント増加しており、アンケ

ートと記念品を交換にしたことが回収率の向上につながったものと思います。 

アンケートの中で、子ども会議の公式 Instagram を「知っている」または「フォローしている」と

回答した人が約６５％いたほか、子ども会議フォーラムのことも「Instagram で知った」と回答した

人もいたことから、子ども会議公式Instagramの認知度が徐々に増していることを実感できました。 

「今後、Instagram でどのようなことを投稿してほしいですか」という設問には、ねぶた時期以外

のおすすめスポットやおすすめの写真スポット、散歩スポットなど、青森市の自然に関するもののほ

か、煮干しラーメンやオムライス、りんご、カシスなどの特産品に関するものの回答のほか、青森市

内に設置されている不思議な銅像についてなど、面白そうな意見もありました。今後、Instagram へ

新たな投稿をする際の参考にしたいと思います。 

「どのようなイベントを企画してほしいですか」との設問に対しては、まちおこしやスポーツに関

するイベントを企画してほしいという回答が多かったです。やはり、市民のみなさんの興味関心は身

近なところにあるようです。 

このほか、子ども会議フォーラムへの感想として、「青森市子ども会議の活動がわかった」と答え

てくれた人の割合が一番高かったほか、「子どもの権利について考えるきっかけになった」と回答し

てくれた人が去年に比べると６ポイント増加しました。特に、来場者のうち、子どもからの回答で

は、「青森市子ども会議の活動がわかった」と「子どもの権利について考えるきっかけになった」が

同率となっており、子ども会議の活動や子どもの権利への興味関心を持つよいきっかけになったこ

とと思います。 

今後も、本市のまちづくりなど、市政に子どもたちの声を届けられるように子ども会議の活動に取

り組んでいきたいです。 



 



 

次に、当日参加した委員・サポーターからもフォーラムに参加して感じた、参加して良かった点や

反省点、改善点などについて振り返りました。 

 



〇良かった点 

・普段会えない市長さんや多くの人たちへ向け

て堂々と発表ができた。 

・素直な意見や子どもの目線からの提案ができ

た。子ども会議委員として最後のフォーラム

にふさわしい最高の発表ができた。 

・聞いている人にとって心地良いような話し方

などを工夫した。 

・市長や理事者の回答をがんばってメモをとっ

た。 

・来場してくれたお客さんに伝えることを考え

ながら、強く言うところや覚えてほしいとこ

ろを意識して意見を表明できた。 

〇反省点や改善する点 

・もっと原稿をスラスラ読めるように練習をす

れば良かった。 

・目線を原稿や足元ではなく、お客さんとアイ

コンタクトするなど、より伝わるように意識

するともっと良くなると思った。 

・「次は〇ページのスライドをご覧ください」な

ど、配付資料に目を通すための誘導があると、

見ている人達ももっと理解しやすいと思っ

た。 

・廊下の装飾や展示として、けんりはかせの顔

はめパネルや、写真スポットを設置したい。 

〇参加した感想 

・議場で、子ども会議の活動や意見を直接市長や理事者へ発表できる貴重な体験ができた。 

・市長や理事者が自分たちの意見や声を真摯に聞いてくれた。また、市長は自分たちの発表をき

ちんと聞いて回答してくれたのがうれしかった。市長のあたたかい思いが伝わった。 

・市長や理事者が、子ども会議の提案の実現に向けた展望を教えてくれたことで、自分たちの声

を聞いてくれていることを実感できた。来年度も子ども会議フォーラムに参加したい。 

・‟青森市”をより知ってもらえる意見を提案できてよかった。次の意見提案に向けてこれからの

活動に力を入れていきたい。 

・自分たちの意見で少しでも市が変わったことがとてもうれしい。これからの青森市に、少しで

も自分たちの意見を反映してほしい。 

・今までみんなで作り上げてきたものが形になったので、とても達成感があった。 

 

今年度のイベントは、残すところ、子どもの権利をテーマにしたトークイベントのみとなりまし

た。今回の反省点を次のイベントの企画に活かしていきたいと思います。 

 

  トークイベントの企画について 

子ども会議フォーラムでは、子どもの権利について考えるきっかけとすることを目的に、「子ども

の権利に関するトークイベント」を開催することにしています。 

日時は、令和５年２月１１日（土）の１０時から１２時まで、会場は駅前庁舎１階の駅前スクエア

に決定しました。 

開催方法は、「討論ゲーム（ディベート形式）」と「フリートーク（ディスカッション形式）」の２

つを行うこととし、テーマは「小学校で使うのは鉛筆？シャープペンシル？」、「“あれ？”と思った

身近な生活のきまりについて」のほか、「多様性は良い悪い？」、「学校の校則や時代錯誤なルールに

ついて」など私たちの身近なことを取り上げることにしました。どのテーマについて話し合うかは当

日のイベント参加者みんなで決めたいと思います。 



続いて、トークイベントのチラシデザインを考えました。写真を背景にする、縞々にしたほうが良

い、新聞みたいなデザインはどうか、２月に開催するのであれば雪とか雪だるまを入れたい、子ども

会議のイベントでは黒板モチーフを活用してきたので黒板調をどこかに入れられないかなど、出席

した委員からたくさんの意見が出ました。小中学生の委員が、実際にパソコンを使ってチラシのデザ

インを複数作成したので、これらをもとに次回の会議で話し合い、決定したいと思います。 

 

 

子どもの権利条約フォーラム 2022 in 那覇／沖縄について 

   １２月１０日（土）に「子どもの権利条約フォーラム 2022 in 那覇／沖縄」が開催されます。青

森市子ども会議も、昨年度、川崎市で開催された子どもの権利条約フォーラムに参加した縁で、メイ

ンセッションの中で「各地域の子どもと意見交換」に参加することになりました。２分間の活動紹介

とチャットでの参加ができるので、青森市子ども会議フォーラムで発表した内容をベースに PCAPCA

グループと EEチームに分かれて活動紹介の原稿を考えました。２分ととても短い内容なので、それ

ぞれのグループで言いたいことや伝えたいことをまとめて時間内の原稿にするのが難しかったです。 

 

   来週は「子どもの権利条約フォーラム 2022 in 那覇／沖縄」の本番です。リハーサルは当日にな

りますが、いつもの「青森市子ども会議」らしく緊張せずに発表したいと思います。 


